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平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か
い

　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会

主
催
に
よ
る
「
第
三
十
三
回
全
国

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
」
が
、
去
る

九
月
十
一
日
（
木
）
午
前
十
一
時

か
ら
日
本
消
防
会
館
内
「
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
早

苗
総
務
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
の
来
賓
並
び
に
全
国
の
消

防
関
係
者
が
参
列
の
も
と
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
か
ら

こ
れ
ま
で
全
国
の
消
防
殉
職
者
並

び
に
消
防
協
力
受
難
者
は
、
愛
媛

県
の
六
十
五
柱
を
含
む
五
千
六
百

八
十
二
柱
と
な
り
、
こ
の
た
び
新

た
三
柱
の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
、
参

列
者
約
七
〇
〇
名
に
よ
る
消
防
殉

職
者
に
対
す
る
黙
と
う
、
秋
本
敏

文
日
本
消
防
協
会
長
が
、
最
近

の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
、「
消
防

が
、
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
消
防
団
員
・
職
員
が
自
ら

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
必
要
な
活

動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
必
要
な
情
報
の
共
有
な

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

　

愛
媛
県
消
防
学
校
初
任
教
育
卒

業
式
が
平
成
二
十
六
年
九
月
十
九

日
（
金
）
消
防
学
校
大
教
室
に
お

い
て
、
杉
野
愛
媛
県
県
民
環
境
部

長
を
は
じ
め
桑
原
愛
媛
県
消
防
長

会
会
長
代
理
、
土
居
愛
媛
県
消
防

協
会
会
長
、
訓
練
生
の
各
所
属
長

が
出
席
し
、
六
か
月
間
の
長
期
間

に
わ
た
る
厳
し
い
初
任
科
教
育
訓

練
を
終
え
た
六
十
二
名
の
卒
業
式

が
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を

読
み
上
げ
代
表
者
に
卒
業
証
書
の

授
与
が
行
わ
れ
た
後
、
優
秀
賞
、

努
力
賞
、
特
別
賞
等
の
褒
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
東
野

愛
媛
県
消
防
学
校
長
が
「
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の

消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
規

模
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
社
会
経

済
情
勢
や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
複
雑
多
様
化
し
て
き
た
消
防

活
動
、
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
で

出
動
件
数
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
救
急
活
動
な
ど
、
そ
の
業
務

内
容
は
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た

り
、
一
層
の
高
度
化
、
専
門
家
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
消
防
職

員
の
資
質
の
向
上
は
極
め
て
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
こ

と
を
十
分
に
認
識
し
、
消
防
職
員

を
目
指
し
た
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
本
校
で
培
っ
た
知
識
・
技

術
・
体
力
や
規
律
、
節
度
、
消
防

の
動
き
を
基
に
、
今
後
と
も
、
自

己
研
鑽
に
努
め
、
一
日
も
早
く
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
立
派
な
消
防

士
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
た

あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。

　

訓
練
生
総
代
の
伊
予
消
防
等

（
事
）
消
防
本
部
原
拓
也
訓
練
生

が
、
卒
業
者
を
代
表
し
て
「
明
日

か
ら
プ
ロ
と
し
て
、
現
場
へ
と
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
が
、

こ
の
半
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
基

礎
に
責
任
と
使
命
感
を
持
っ
て
全

力
で
臨
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

と
感
涙
に
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が

ら
、
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
、
卒
業

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
卒
業
生
は
、
指

導
教
官
や
同
期
生
と
の
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
学
び
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

【
褒
賞
受
賞
者
】

○
優
秀
賞

　
　

伊
予
消
防
等
（
事
）

　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

宏
之

○
努
力
賞

　
　

松
山
市
消
防
局　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

香
川　

直
輝

　
　

今
治
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

み
さ
き

○
特
別
賞

　
　

宇
和
島
地
区
広
域
（
事
）

　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

陸

　
　

大
洲
地
区
広
域
消
防
（
事
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

滉
平

○
消
防
長
会
会
長
賞

　
　

今
治
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

赤
瀬　

大
知

　

追
記

　

初
任
科
卒
業
式
前
の
九
月
六
日

（
土
）
に
来
賓
や
訓
練
生
の
家
族

の
方
々
を
迎
え
て
、
六
ヶ
月
の
訓

練
成
果
を
発
表
す
る
実
技
訓
練
発

表
会
で
は
、
各
所
属
長
や
家
族
の

方
々
か
ら
異
口
同
音
に
「
入
校
時

に
比
べ
て
、
見
違
え
る
よ
う
に
一

段
と
成
長
し
、
非
常
に
頼
も
し
く

心
強
く
感
じ
た
。」
等
の
意
見
を

聞
き
ま
し
た
。

ど
、
安
全
確
保
の
た
め
に
最
善
の

努
力
を
す
る
こ
と
を
お
誓
い
た
し

ま
す
。」
と
の
式
辞
に
つ
づ
き
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
総
務

大
臣
、
ご
遺
族
代
表
か
ら
「
追
悼

の
こ
と
ば
」
を
い
た
だ
き
、
参
列

の
皆
様
に
よ
る
献
花
に
つ
づ
い

て
、
江
戸
消
防
記
念
会
の
鎮
魂
の

歌
（
木
遣
り
）
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
、
参
議
院
議
員

山
本
順
三
氏
・
井
原
巧
氏
が
参
列

し
、
日
消
か
ら
山
本
名
誉
会
員
、

協
会
か
ら
土
居
協
会
長
、
遺
族
会

か
ら
中
嶋
遺
族
会
会
長
ほ
か
四
名

の
ご
遺
族
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
三
回九

月
十
一
日
（
木
）　
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

第53回（平成26年度）
愛媛県消防学校
　　初任科卒業式

9月19日（金）

ほ
う
し
ょ
う
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支
部
だ
よ
り

女
性
消
防
団
だ
よ
り

団
員
　
安や
す 

井い

　
紫し 

乃の

今
治
市
消
防
団

　
　
　
関
前
方
面
隊

　

関
前
方
面
隊
の
女
性
団
員
は
現

在
、
私
一
名
で
す
。
私
は
二
年
半

前
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

東
京
か
ら
関
前
諸
島
に
移
住
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
の
は
、
総
務
省
が
制
度
化

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
都
市
部
か

ら
過
疎
地
へ
最
大
三
年
間
の
任
期

中
に
地
域
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
自
立
定
住
を
目
指

す
も
の
で
す
。
私
は
現
在
三
年
目

で
、
定
住
の
目
処
も
立
ち
、
今
後

も
関
前
諸
島
で
暮
ら
し
て
い
く
事

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
思
い
返
す
と
、
都
市
部
に
住

ん
で
い
た
時
は
、
消
防
団
と
い
う

の
は
と
て
も
遠
い
存
在
で
、
自
分

自
身
の
防
災
意
識
も
低
く
、
消
防

は
や
っ
て
も
ら
う
も
の
、
助
け
て

も
ら
う
も
の
と
い
う
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
意
識
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
来
た
の
は
、
阪
神
大
震
災
を
豊

中
市
で
、
東
日
本
大
震
災
を
東
京

都
内
で
経
験
し
て
か
ら
で
す
。
災

害
は
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
に
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

事
と
し
て
、
備
え
る
事
の
大
切
さ

を
実
感
し
、
有
事
の
際
に
は
自
分

の
周
り
の
人
や
地
域
を
守
れ
る
自

分
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
関
前
諸
島
と

い
う
愛
媛
県
側
か
ら
は
離
島
で
あ

り
、
高
齢
化
率
六
五
％
を
超
え
る

地
域
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
自

分
自
身
の
防
災
意
識
が
更
に
強
く

な
り
ま
し
た
。
関
前
方
面
隊
の
団

員
数
が
定
数
を
満
た
し
て
い
な
い

事
を
知
り
、「
地
域
の
中
で
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
や
り
た
い
。
女

性
の
私
で
も
出
来
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
」
そ
う
考
え
、
関
前
方
面
隊

へ
の
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
私
の
活
動
は
、
男
性
の

団
員
と
一
緒
に
訓
練
や
防
災
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
行
方
不
明

に
な
っ
た
方
の
捜
索
や
、
火
災
時

に
消
火
活
動
の
補
助
を
行
い
ま
し

た
。
実
際
の
火
災
現
場
に
初
め
て

立
ち
、
火
が
ま
わ
る
速
さ
に
ゾ
ッ

と
し
た
の
を
今
で
も
は
っ
き
り
と

思
い
出
し
ま
す
。
幸
い
に
も
、
関

前
方
面
隊
員
と
近
隣
住
民
に
よ
る

素
早
い
消
火
活
動
に
よ
り
、
火
は

燃
え
広
が
る
こ
と
も
無
く
、
消
防

艇
が
到
着
す
る
ま
で
に
火
災
は
収

束
し
、
被
害
は
最
小
限
に
収
ま
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

島
嶼
部
に
お
け
る
自
治
防
災
の
重

要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
積
極
的
に
防
災
活
動
に

参
加
し
て
い
く
と
共
に
、
女
性
の

私
に
し
か
で
き
な
い
活
動
を
模
索

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

平
成
十
六
年
八
月
一
日
の
町
村

合
併
に
よ
り
発
足
し
た
久
万
高
原

町
消
防
団
も
、
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

県
内
市
町
の
う
ち
、
最
も
広
い

久
万
高
原
町
で
は
、
有
事
の
際
に

備
え
て
、
多
数
の
消
防
団
員
が
必

要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
高

齢
化
率
の
最
も
高
い
町
で
あ
り
、

消
防
団
員
の
確
保
に
は
大
変
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　

町
村
合
併
当
初
、
一
万
千
八
百

五
十
五
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、
平

成
二
十
六
年
七
月
末
現
在
で
九
千

三
百
七
十
五
人
に
減
少
し
て
お

り
、
消
防
団
員
数
に
つ
い
て
は
、

最
大
で
七
百
十
四
名
（
定
数
七
百

十
七
名
）
の
在
籍
が
、
平
成
二
十

六
年
七
月
末
現
在
六
百
七
十
三
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
久
万
高
原
町
消
防
団
で

は
定
年
制
を
設
け
て
お
ら
ず
（
消

防
団
員
福
祉
共
済
の
加
入
制
限
で

　

久
万
高
原
町
で
は
、
合
併
十
周

年
を
記
念
し
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
新
た
な
魅
力
発
信
事
業
と
し

防
団
、
久
万
高
原
町
消
防
本
部
か

ら
も
、
防
火
防
災
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
か
か
し
を
作
製
・

展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

久
万
高
原
町
の
田
園
風
景
に
溶
け

込
む
「
か
か
し
」
を
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、「
え
ひ
め
愛

顔
で
消
防
団
員
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
も
参
加
し
て
お
り
ま

す
、
久
万
高
原
農
業
公
社
「
久
万

農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア
」（
℡
：

０
８
９
２
―
４
１
―
０
０
４
０
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

長な
が 

山や
ま

　
南な

海み

男お

久
万
高
原
町
消
防
団
の
現
状
と

　
　
　
　
　
団
員
確
保
に
つ
い
て

久
万
高
原
町
消
防
団

　
副
団
長

て
お
り
ま
す
。

町
村
合
併
以
降
、
旧
村
三
地
区
に

お
い
て
は
、
昼
間
の
団
員
人
口
が

激
減
し
て
お
り
、
発
災
時
の
初
動

活
動
や
、
無
線
対
応
等
の
後
方
支

援
、
炊
き
出
し
等
、
多
方
面
に
お

い
て
女
性
団
員
が
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
宅
の
防
火

診
断
等
に
お
い
て
は
、
女
性
の
ソ

フ
ト
な
面
を
生
か
し
た
、
親
し
み

や
す
い
説
明
等
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
愛
媛
県
消
防
協
会

が
実
施
す
る
「
え
ひ
め
愛
顔
で
消

防
団
員
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

積
極
的
活
用
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
久
万
高
原
町
内
で
は

二
十
事
業
所
が
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
も
さ
ら
に
多
く
の
事
業
所
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
幹
部
会
を
は

じ
め
、
消
防
団
の
各
種
会
合
や
地

域
の
行
事
等
に
お
い
て
当
該
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
を
行
い
、
団

員
の
み
な
ら
ず
広
く
町
民
に
周
知

し
、
団
員
に
よ
る
利
用
促
進
及
び

団
員
確
保
に
繋
げ
た
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
団
員

定
数
七
百
十
七
名
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
全
人
口
の
七
・
六
％
、

二
十
歳
～
六
十
九
歳
人
口
に
お
い

て
は
一
五
・
二
％
が
消
防
団
員
で

あ
る
必
要
が
あ
り
、
近
い
将
来
、

消
防
団
の
再
編
を
検
討
す
る
必
要

は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
共
助
の

観
点
か
ら
地
域
住
民
へ
の
呼
び
か

け
等
を
行
い
、
久
万
高
原
町
な
ら

で
は
の
団
員
確
保
対
策
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
石
鎚
山
の
麓
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
「
面
河
ふ
る
さ
と

市
場
」
は
消
防
団
員
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
は
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
市
場
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

て
、
田
園
地
帯
を

ユ
ニ
ー
ク
な
創
作

か
か
し
で
飾
る
イ

ベ
ン
ト
を
十
月
一

日
か
ら
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

町
内
外
か
ら

三
十
体
以
上
の
応

募
が
あ
り
、
久
万

高
原
町
下
畑
野
川

の
久
万
農
業
公
園

ア
グ
リ
ピ
ア
周
辺

に
展
示
し
て
お
り

ま
す
。

　

久
万
高
原
町
消

久万高原かかしの里
　　in　畑野川

あ
る
八
十
歳
六
カ
月
ま
で

に
は
退
団
）
団
員
の
平
均

年
齢
は
約
四
九
・
五
歳
と

非
常
に
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
久
万
高
原
町
消
防
団

で
は
以
下
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
団
員
確
保
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
女
性
消
防
団
員

の
積
極
的
登
用
を
推
進
し

面河ふるさと市場

久万高原町消防本部作製「タイムスリップ消防隊」

久万高原町消防団作製「われら、川瀬の火消し隊」
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八
幡
浜
市
の
自
主
防
災
会
は
市

内
十
七
地
区
に
九
十
八
組
織
あ

り
、
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
。
八
幡
浜
市
に
お
け
る
自
主

防
災
会
の
活
動
を
推
進
し
、
防
災

に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
情
報
の

提
供
及
び
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
各
地
区
自
主
防
災
会
間

の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
二
十
年
一
月
に
八
幡
浜
市
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

毎
年
一
回
、
八
幡
浜
市
自
主
防

災
会
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

は
八
月
三
十
一
日
に
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
想
定
し
た
市
内
全
域
一
斉

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
緊
急
地
震
速
報
の
放
送
で

始
ま
り
、
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
、
沿
岸
部
は
津
波
一

時
避
難
場
所
へ
の
避
難
、
山
間
部

は
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
避
難
の

訓
練
を
行
い
、
移
動
系
防
災
行
政

無
線
や
衛
星
携
帯
電
話
を
使
用
し

て
、
市
災
害
対
策
本
部
へ
被
害
状

況
や
避
難
者
数
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

避
難
訓
練
後
は
、
自
主
防
災
会

そ
れ
ぞ
れ
が
企
画
・
立
案
し
た
消

火
・
救
出
・
応
急
手
当
等
の
ミ
ニ

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
数
の

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
含
め
、

八
千
五
百
名
の
住
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
防
災
士
や
地
元
消
防

団
と
連
携
し
て
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
各
種
団
体
や
年
齢
層
と
協

力
し
た
訓
練
は
、
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
県
南
予
地

方
局
主
催
の
「
南
予
津
波
被
害
防

止
支
援
事
業
」
と
し
て
、
八
幡
浜

市
で
最
大
津
波
高
が
想
定
さ
れ
て

い
る
川
之
石
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
自

主
防
災
組
織
が
地
域
ご
と
の
津
波

避
難
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
の
事
前

作
成
や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
、
八
幡
浜
市
防
災
訓
練
で

避
難
訓
練
を
実
施
し
た
後
、
改
め

て
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
検
証

し
、
今
後
の
防
災
活
動
に
生
か
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
訓

練
当
日
を
含
め
四
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

モ
デ
ル
地
区
以
外
の
地
区
か
ら
も

参
加
い
た
だ
き
、
各
地
区
の
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
、
熱
意
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
地
区

内
組
織
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
各
地
区
自
主
防
災
会
相

互
間
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
地
域
防
災
力
の
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
、
制
定
さ
れ
た
「
消
防
団

を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け

て
、（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
主

催
に
よ
る
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
強
化
を
目
指
す
全
国

大
会
が
、
平
成
二
十
六
年
八
月

二
十
九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て

消
防
や
防
災
関
係
者
な
ど
約
千
人

が
参
加
し
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
や
発
起
人
な
ど
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
全
国
各
地
の
活

動
事
例
発
表
や
会
場
内
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
県
か
ら
は
、

事
例
発
表
で
、
は
っ
ぴ
姿
の
松
山

市
の
野
志
市
長
か
ら
団
員
確
保
や

消
防
団
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
機
能
別
消
防
団

員
（
郵
政
団
員
、
大
学
生
団
員
、

事
業
所
団
員
、
島
し
よ
部
の
女
性

団
員
）
を
全
国
で
初
め
て
導
入

し
た
経
緯
や
「
消
防
団
員
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
、「
消
防
団
は
、

地
域
活
性
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五

日
、
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
合
同
会
社
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
六
台
の
寄
贈
を
受
け
、
こ

の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
活
用
し

た
災
害
時
消
防
活
動
二
輪
車
（
Ｍ

Ｔ
Ｂ
）隊
を
発
隊
い
た
し
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
は
、
南
海
地
震
等
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
防

災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
平

成
二
十
二
年
に
災
害
時
消
防
活
動

二
輪
車
（
赤
バ
イ
）
隊
を
発
隊
し
、

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
が
止
ま
っ
た
場

合
で
も
運
行
可
能
で
あ
り
、
バ
イ

ク
よ
り
も
小
回
り
が
効
き
機
動
性

の
あ
る
Ｍ
Ｔ
Ｂ
隊
を
組
織
す
る
こ

と
で
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

消
防
団
を
中
核
と
し
た

　
　
地
域
防
災
力
充
実
強
化
大
会

災
害
時
消
防
活
動
二
輪
車

　
　
　
　
　
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
隊
発
隊

八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
消
防
本
部

地
域
防
災
力
の

　
　
向
上
を
目
指
し
て

事
務
局
　
宮み

や 

下し
た

　
栄え

い 

司じ

八
幡
浜
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

連絡協議会総会

ワークショップ
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伊予市立中山小学校
竹 本　伊 吹

西予市立土居小学校
武 智　未 結

◎優秀賞

久万高原町立畑野川小学校
岡 本　大 知

◎佳作

伊予市立由並小学校
米 井　陽 翔

久万高原町立久万小学校
安 宅　伸 成

今治市立吉海小学校
堺　美沙紀

今治市立桜井中学校
安 部　息 吹

今治市立常盤小学校
岡 田　和 樹

今治市立伯方小学校
村 上　和 碩

四国中央市立小富士小学校
髙 橋　雄 大

四国中央市立豊岡小学校
篠 原　美 咲

内子町立大瀬中学校
河 野　涼 雅

東温市立北吉井小学校
矢 野　陽 菜

東温市立拝志小学校
岩 本　麻 那

伊予市立由並小学校
田 村　彩 翔

久万高原町立父二峰小学校
速 水　清 輝

四国中央市立北小学校
髙 橋　月輝星

内子町立内子小学校
久 保　理 沙

内子町立大瀬中学校
武 田　泰 聖

上島町立生名小学校
池 田　　悠

上島町立弓削小学校
田 房　希 歩

防火ポスター
　応募作品

上島町立岩城小学校
林　　大 善


